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日　程�
時　　間�
テ 　―　マ�
�
�
10月７日


（日）�
13:00～17:30�
初日も２日目も、私自身が考えていることを講義として提示しつつ、提出していただいたケースを織りまぜながら進めてゆきたいと考えています。�
�
�
10月８日


（月・祝日）�
 9:00～12:00�
同　     上�
�
�
�
12:00～13:00�
昼　　 食　（各自でおとりください）�
�
�
�
13:00～16:00�
事例検討・講義ほか�
�



※ 講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


※ 事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。（HPの申込書欄から取りだせます）


※ 要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





子ども・専門講座５





この講座をおひきうけして６年目になります。私自身の講義と、みなさまから出していただいたケースを、みんなで一緒に検討してゆくことを通して、関係性の育ちや関係性の修復ということについて考えを深め、実際のセラピーに役立つ何かを得よう、という趣旨で行っています。毎回、講義だけでなく、アプライしていただいた方のケースを中心に進めているのは、いくら立派で恰好よい理屈や理論を並べても、実際のセラピーで使えなければ「絵に描いた餅」にしかすぎないからです。ケースをどうしていったらよいか、ということの答えは常に、ケースのなかにあるのです。


今年は、「つながることと、つなげること」ということに光をあてたいと考えました。私たちセラピストがクライエントと出会うとき、それが子どもであれ、おとなであれ、比較的つながりやすい人がいる一方、つながりにくい人にも出会います。つながりやすいクライエントとのセラピーは、それなりにすべりだし、動いて進んでゆきますが、反対に、つながりにくいクライエントとのセラピーでは、いちいちひっかかり、なかなか容易ではありません。つながることがむずかしいクライエントは、セラピストが誰であっても中断になる危険が高いように思います。しかし実は、そういう人ほど、セラピーを必要としているのです。つながりにくさを抱えた人のなかには、現在、発達障碍といわれている人々も、多く含まれています。まずは、セラピストが相手のことをよくわからないと、つながりにくくなるように思います。相手を理解できるようになるためには、自分が相手に与えている影響を、ていねいにみつめ、ふりかえってみることです。つながりにくさを生み出しているものがわかってくれば、それを「つなげる」ために役立たせることができるのです。私はこの問題も、関係性の視点から捉えています。


今回は、私自身がつながることのむずかしさについて深く考えたケースから問題提起を行い、みなさまのケースも含めて、この問題を考えてみたいと思います。うまくいったケースは何が効いたのか、うまくいかなかったケースは、何が要因だったのか、など、双方から考えるとよいでしょう。ですので、うまくいかなくて困っているケースだけでなく、何となくうまくいったけれども、何がよかったのか、ということを知りたい、という場合も積極的にケースを出してください。ケースの年齢・内容・回数は問いませんので。　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　          　≪田中　千穂子≫





期　　日：２０1２年１0月 ７日（日）～８日（月・祝日）


対　　象：臨床心理士・看護師・保健師・保育士・相談員・教師など、医療や福祉・教育・相談・


　　　子育て支援などに携わっている専門家、大学院生、および関心のある方々


定　　員：５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団 講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３-１９-１０　  03-3986-7021


ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分





関係を育てる心理臨床


―つながることと、つなげること―














